
松本義正さん
まつもと よしまさ

渡

　
良

　
瀬

　
軸

三

　
国

　
軸

尾

　
瀬

　
軸

　
上
信
自
動
車
道
の
一
区
間
で
あ
る
八
ツ

場
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
る
農
作
物
の
出

荷
へ
の
効
果
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
嬬
恋
村
の
松

本
代
表
理
事
組
合
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　「嬬
恋
村
の
特
産
品
で
あ
る
夏
秋
キ
ャ

ベ
ツ
の
収
穫
時
期
は
、
６
月
中
旬
か
ら
11

月
初
旬
ま
で
で
す
。Ｊ
Ａ
嬬
恋
村
全
体
で
、

１
日
当
た
り
約
１
６
０
万
個
を
全
国
の
市

　県
央
軸
の

主
軸
で
あ
る

上
武
道
路
は
、

北
関
東
自
動

車
道
伊
勢
崎

Ｉ
Ｃ
や
東
毛

広
域
幹
線
道

路
な
ど
と
接

続
す
る
主
要

な
道
路
で
す
。

　こ
の
た
び

全
線
開
通
し

た
こ
と
で
、

国
道
17
号
の

混
雑
が
緩
和
さ
れ
、
物
流
の
効
率
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

　熊
谷
か
ら
渋
川
ま
で
の
所
要
時
間
は
、

開
通
前
は
１
２
８
分
だ
っ
た
の
が
開
通
後

は
75
分
と
な
り
、
53
分
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　尾
瀬
軸
の
主

軸
で
あ
る
椎
坂

バ
イ
パ
ス
は
、

栃
木
県
日
光
市

と
沼
田
市
を
結

ぶ
国
道
１
２
０

号
の
一
部
で
す
。

そ
の
途
中
に
あ

る
椎
坂
峠
は
、

急
カ
ー
ブ
・
急

坂
が
連
続
し
、

降
雨
や
積
雪
・

凍
結
に
よ
り
交
通
の
難
所
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　そ
の
た
め
バ
イ
パ
ス
を
整
備
し
、
26
年

に
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、大
雨
・

豪
雪
時
に
お
け
る
沼
田
市
・
片
品
村
の
孤

立
化
が
解
消
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
多
発

し
て
い
た
交
通
事
故
が
減
少
し
ま
し
た
。

農
作
物
の
販
路
拡
大

観
光
地
・
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

　三
国
軸
の

主
軸
で
あ
る

三
国
防
災
は
、

み
な
か
み
町

羽
場
か
ら
新

潟
県
湯
沢
町

の
三
国
ト
ン

ネ
ル
ま
で
の

道
路
で
、
国

道
17
号
の
一

部
で
す
。

　現
在
、
急

峻
な
山
道
を
走
り
や
す
く
改
良
し
た
り
、

大
型
車
両
の
す
れ
違
い
が
容
易
に
で
き
る

よ
う
「
新
三
国
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）」
を

整
備
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

き
ゅ
う

し
ゅ
ん

場
に
出
荷
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
５
割
以

上
は
首
都
圏
向
け
で
す
。

　23
年
に
八
ツ
場
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、

渋
川
伊
香
保
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
所
要
時
間
が
短

縮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
路
面
の
凹
凸
や

カ
ー
ブ
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
キ
ャ
ベ

ツ
同
士
が
ぶ
つ
か
っ
て
傷
む
こ
と
が
減
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
雨
量
に
よ
る
交
通
規
制

が
な
い
の
で
、
出
荷
が
天
候
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ベ

ツ
が
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　上
信
自
動
車
道
が
全
線
開
通
す
れ
ば
、

収
穫
当
日
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
届
け
ら
れ
る
地

域
が
さ
ら
に
広
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
多
く
の
人
に
嬬
恋
村
の
新
鮮
な

キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

【「
道
の
駅
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】 

　「道
の
駅
」
は
、
道
路
利
用
者
の
た
め

の
休
憩
機
能
、
道
路
利
用
者
や
地
域
の
人

た
ち
の
た
め
の
情
報
発
信
機
能
、「
道
の

駅
」
を
き
っ
か
け
に
町
と
町
と
が
結
び
付

く
地
域
の
連
携
機
能
の
三
つ
の
機
能
を
併

せ
持
つ
施
設
で
す
。

　県
内
に
は
29
年
４
月
現
在
で
24
市
町
村

に
31
の
「
道
の
駅
」
が
あ
り
「
７
つ
の
交

通
軸
」
を
形
成
す
る
道
路
沿
い
に
も
、
複

数
の
「
道
の
駅
」
が
あ
り
ま
す
。

　道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
個
性
・
魅
力
を
生
か
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域
活
性

化
の
拠
点
や
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ぐ
ん
ま
の
道
の
駅
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

　県
で
は
、
県
内
の
「
道
の
駅
」
を
県
内

外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
「
ぐ
ん
ま
の

道
の
駅
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

内
容

　地
図
な
ど
の
基
本
情
報
や
名
産
品
、

近
隣
の
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

配
布
場
所

　県
内
の
「
道
の
駅
」、
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

　
　県
庁
道
路
整
備
課
（
☎
・

　下
記
）

県庁道路整備課　☎０２７-２２６-３５８８　　０２７-２４３-０２５０

　渡
良
瀬
軸
の

主
軸
で
あ
る
大

間
々
世
良
田
線

バ
イ
パ
ス
の
整

備
に
よ
り
、
北

関
東
自
動
車
道

太
田
藪
塚
Ｉ
Ｃ

か
ら
桐
生
市
・

み
ど
り
市
ま
で

の
交
通
ア
ク
セ

ス
が
向
上
し
、

渋
滞
の
解
消
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
国
道
１
２
２
号
の
み
ど
り
市
大

間
々
町
下
神
梅
か
ら
桐
原
ま
で
の
交
通
不

便
を
解
消
す
る
た
め
、
塩
原
バ
イ
パ
ス
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

道の駅八ツ場ふるさと館（長野原町）

　吾
妻
軸
の

主
軸
で
あ
る

上
信
自
動
車

道
は
、
関
越

自
動
車
道
渋

川
伊
香
保
Ｉ

Ｃ
付
近
か
ら
、

上
信
越
自
動

車
道
東
部
湯

の
丸
Ｉ
Ｃ
付

近
に
至
る
、

延
長
約
80
㌔

の
地
域
高
規

格
道
路
で
す
。
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
て
、
八
ツ
場
バ
イ
パ
ス
な
ど
一
部
区
間

が
開
通
し
て
い
ま
す
。

　関
越
・
上
信
越
自
動
車
道
と
連
携
し
、

吾
妻
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

FAX

FAX

　渋
川
伊
香
保
Ｉ
Ｃ
か
ら
各
観
光
地
へ
の

所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
県
内
だ

け
で
な
く
首
都
圏
か
ら
の
観
光
客
の
増
加

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
高
度
な
救
急
医
療
に
対
応
で
き
る

第
三
次
救
急
医
療
機
関
（※

）
へ
の
搬
送

時
間
が
、
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

（※

）
県
内
で
は
前
橋
赤
十
字
病
院
、
群
馬
大
学

医
学
部
付
属
病
院
、
高
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

太
田
記
念
病
院

渋川伊香保IC

草津四万万座
▼

約
30
分
短
縮

　
整
備
前
／
約
１
時
間
30
分

整
備
後
／
約
１
時
間

▼

整
備
前
／
約
１
時
間
５
分

整
備
後
／
約
50
分

約
15
分
短
縮

　

▼

整
備
前
／
約
２
時
間

整
備
後
／
約
１
時
間
25
分

約
35
分
短
縮

　

問

県

　
央

　
軸

効
果
効
果

効
果
効
果

ピ
ー
ア
ー
ル

問い合わせ先

吾

　
妻

　
軸

③上信自動車道（開通している八ツ場バイパスの区間）

④上武道路

⑥椎坂バイパス

⑤新三国トンネル（完成イメージ）

⑦大間々世良田線バイパス（完成イメージ） 効
果
効
果

効
果
効
果

観
光
誘
客
を
促
進

　東
毛
軸
の
主

軸
で
あ
る
東
毛

広
域
幹
線
道
路

は
、
高
崎
駅
東

口
を
起
点
に
、

伊
勢
崎
市
、
太

田
市
な
ど
を
経

て
板
倉
町
に
至

る
延
長
約
59
㌔

の
道
路
で
す
。

こ
の
道
路
の
完

成
で
、
高
崎
駅

と
関
越
自
動
車
道
、
上
武
道
路
、
東
北
自

動
車
道
が
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　開
通
前
に
比
べ
、
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩

和
や
沿
線
へ
の
工
場
立
地
の
増
加
、
物
流

の
効
率
化
な
ど
の
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

新
た
な
企
業
の
進
出

東

　
毛

　
軸

西

　
毛

　
軸

　
東
毛
広
域
幹
線
道
路
の
沿
線
に
あ
る
伊

勢
崎
宮
郷
工
業
団
地
に
３
月
に
第
三
工
場

を
建
設
し
た
、
白
十
字
の
天
田
社
長
に
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　「当
社
は
大
人
用
の
紙
お
む
つ
や
、
ガ
ー

ゼ
・
脱
脂
綿
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
三
つ
の
工
場
で
製
造
し
た
製
品
を

太
田
市
の
物
流
セ
ン
タ
ー
に
集
め
、
そ
こ

か
ら
全
国
に
出
荷
し
ま
す
。

　新
し
い
工
場
を
建
設
し
た
の
は
、
大
人

天田泰正さん桐生 勇さん（富岡市）
きりゅう いさむ あま  だ やすまさ

用
の
紙
お
む
つ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
や
、
集
中
豪
雨
・
大
地
震
な
ど
の
天

災
が
生
産
体
制
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
分
散

す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　建
設
地
を
こ
こ
に
決
め
た
の
は
、
東
毛

広
域
幹
線
道
路
の
開
通
に
よ
る
物
流
面
で

の
時
間
短
縮
と
利
便
性
の
向
上
が
大
き
な

理
由
で
す
。
道
路
の
開
通
に
よ
り
、
三
つ

の
工
場
と
物
流
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
約

20
分
で
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
出

荷
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。
関
越
自

動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

に
も
近
く
、
東
京
の
本
社
へ
も
行
き
や
す

い
で
す
。
ま
た
従
業
員
の
通
勤
時
間
短
縮

に
よ
り
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
さ

ら
な
る
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、

企
業
が
さ
ら
に
発
展
し
や
す
い
環
境
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　西
毛
軸
の
主

軸
で
あ
る
西
毛

広
域
幹
線
道
路

は
、
前
橋
市
千

代
田
町
を
起
点

に
、
高
崎
市
、

安
中
市
、
富
岡

市
を
結
ぶ
延
長

約
28
㌔
の
道
路

で
す
。

　全
線
開
通
す

る
と
、
前
橋
か

ら
富
岡
ま
で
の
所
要
時
間
が
24
分
短
縮
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。
そ
の
結
果
、
富
岡
製

糸
場
や
周
辺
の
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
周
遊
観
光
客
の
増
加

な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
西
毛
広
域
幹
線
道
路
が
全
線
開
通
す
る

こ
と
で
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
富

岡
製
糸
場
。
今
後
の
期
待
に
つ
い
て
、
富

岡
製
糸
場
解
説
員
の
桐
生
さ
ん
に
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　「解
説
員
を
始
め
て
８
年
に
な
り
ま
す
。

来
場
者
の
多
く
は
首
都
圏
か
ら
来
る
人
で
、

全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
車
で

来
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
が
、
富

岡
製
糸
場
を
見
学
し
て
か
ら
軽
井
沢
な
ど

県
外
の
観
光
地
に
行
っ
て
し
ま
う
場
合
が

多
い
で
す
。

　西
毛
広
域
幹
線
道
路
が
全
線
開
通
す
る

と
県
内
の
他
の
観
光
地
と
の
ア
ク
セ
ス
が

良
く
な
る
の
で
、
富
岡
に
ゆ
っ
く
り
滞
在

し
て
街
歩
き
な
ど
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

と
思
い
ま
す
。
周
辺
の
観
光
地
に
足
を
延

ば
し
て
宿
泊
し
て
も
ら
う
な
ど
周
遊
型
の

観
光
も
期
待
で
き
ま
す
。
30
年
度
に
は『
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）』
が
開
所
す

る
そ
う
な
の
で
、
よ
り
多
く
の
人
に
富
岡

製
糸
場
を
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　23
年
に
北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開
通

し
て
か
ら
は
、
東
北
地
方
や
茨
城
か
ら
の

来
場
者
が
急
激
に
増
え
ま
し
た
。
高
速
道

路
で
人
を
呼
び
込
み
、
西
毛
広
域
幹
線
道

路
な
ど
を
使
っ
て
県
内
を
周
遊
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
地
域
が
も
っ
と
に
ぎ
わ
う
と

い
い
で
す
ね
」

①東毛広域幹線道路②西毛広域幹線道路
（高崎市棟高町の一部開通区間）

７つの交通軸構想…国事業

（国）…国道 （主）…主要地方道

…県事業

…開通済
…整備中
…計画中

国道 17 号上武道路、国道 17 号前橋渋川バイパスなど
ＪＲ高崎線など県央軸
東毛広域幹線道路、国道 50 号前橋笠懸道路など
ＪＲ両毛線、上毛電鉄、東武鉄道東毛軸
西毛広域幹線道路、国道 254 号バイパスなど
ＪＲ信越線、上信電鉄西毛軸
上信自動車道など
ＪＲ吾妻線吾妻軸
国道 17 号三国防災、国道 17 号綾戸バイパスなど
ＪＲ上越線三国軸

国道 120 号椎坂バイパスなど尾瀬軸
主要地方道 大間々世良田線、国道 122 号塩原バイパス、
主要地方道 桐生伊勢崎線など
わたらせ渓谷鐡道渡良瀬軸

※３月１９日に開通した区間

①

②

③

⑤

⑥

④

⑦

(国)17号三国防災
新三国トンネル

(国)17号綾戸バイパス

関
越

自
動

車
道

上信越自動車道

東北自動車道

北関東自動車道

(国)50号前橋笠懸道路

(国)17号上武道路

(国)254号バイパス

(国)17号前橋渋川バイパス

(国)462号下久保ダム周辺など

(国)122号館林明和バイパス

(主)大間々世良田線

(主)桐生伊勢崎線

(主)高崎渋川線

上信自動車道

(国)122号塩原バイパス

(国)120号椎坂バイパス

(国)120号須賀川工区

西毛広域幹線道路

八ツ場ダム

東毛広域幹線道路

(国)122号館林バイパス
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